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良かった点 改善するべき点

担当教官のコメント

・実践的な実験系が組まれていてためになりました。�

・やることが多く、大変な面もあったが、初めて行う内容

も多かったので非常に勉強になった。また、自分たちで

考えて実験進めていけたこともよかったと思う。

・実験の内容に対して、班員が多すぎたため個人の達成感

が得にくかったと思います。実験を履修した人数が多す

ぎたせいでもあると思いますが、何らかの改善はしなく

てはならないと感じました。また、TAさんがやってくれ

る準備段階も経験としてやってみたかったです。（イムノ

ブロッティングの泳動部分など）�

・実験目的があまり明確に表れていなかった。�

・実験の段取りが皆に伝わっていない事がありました。�

・もう少しやることを絞るか、実験計画を練るかして、自

分がほとんど関わっていない実験をなくした方がよいと

思う。あと、説明は始めに全部じゃなく、区切りをつけて、

後は待ち時間に行った方が時間の有効活用では？あまり

に長いとやる気がそがれくる。

良い 普通 良くない

7 04

興味深さ

良い 普通 良くない

3 17

分かり易さ

良い 普通 良くない

5 15

話し方・速度

良い 普通 良くない

4 07

板書・プリント・
他メディア

良い 普通 良くない

4 07

シラバスとの
整合性

良い 普通 良くない

7 13

あなた自身の
取り組み

良い 普通 良くない

4 16

あなた自身の
満足度


